
 

 

 

 

 

 二十四節気の上では「立冬」、「小雪」となり、朝晩が冷え込み、子ども達の健康管理に一層

ご配慮をされていることと推察します。さて、これから雪が降り積もることを考えると、登下校

時の安全管理の重要性が、今以上に高まってきます。再度子どもたちの登下校の基本的な事項に

ついて共通理解を図りたいと思います。今回は、最近の子ども達の様子から、ご家庭と連携して

いきたいことをお知らせします。  

 

交通安全ルール 

 横断歩道の通行に関わっては、常日頃から左右を確認し、焦らずに歩行することを原則とし、

青信号の点滅時には「渡るのか・戻るのか」をしっかり判断できることが大切です。以前、若草

小学校区において、横断歩道を渡っている途中で引き返し、事故に遭うということがありました。  

 

通学路について  

 若草小学校では、例年、新入学説明会の際、自宅から小学校までの通学路を確認する取組を行ってい

ます。集団下校の際にも安全な登下校の方法や通学路について確認してきました。  

原則として、若草町３丁目～６丁目及び上鷲別、美園の一部に住んでいる児童は、学校前の手押し信

号を渡り、下校することになっています。これは、通行量の多い道路の横断はなるべく学校職員の目が

届くところでという考えからです。あくまでも原則であるということをご承知ください。特別な事情が

あれば、ご家庭で検討いただき、学校へご相談ください。  
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